
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★ 地方連携推進室から 
・外交実務研修員からの寄稿（磯村外交実務研修員） 

 海を越えて矢がしなり、パドルを漕ぐ手に 
モルドバを感じる！リモートがかなえた交流の 

新たな架け橋（山形県鶴岡市・西川町）  

ナショナルサイクルルート「ビワイチ」の取組とこれから 
                                 （滋賀県） 

 
 
 

   外国人から見た地方活性化Vol.12 ジョナサン・ジェンキンス 氏 

         ～20年近く日本で暮らす私が伝えたい！ 
        地方都市・北海道浦臼町での心温かな日々 ～ 

✈ 

 第1４１号 令和2年11月2日 

 外務省地方連携推進室 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

詳細 

詳細 

詳細 

 
※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は12月1日の予定です。グローカル通信に是
非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は，gaimu-renkei@mofa.go.jp 
までお願いいたします。 

詳細 

 ～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

   グローカル通信１１月号 

滋 
賀県では、琵琶湖を一周する約２００kmのサイクリング
ルート「ビワイチ」が整備され、湖岸に広がる美しい風景
や歴史遺産などの魅力的な観光スポットを楽しみながら、
サイクリングが満喫できます。滋賀県は、市町や県内の事

業者等と連携し、多くの人が安全・安心に楽しめるよう、様々な取組を
行っています。２０１９年１１月に「ビワイチ」は「ナショナルサイクルルー
ト」第１号に選ばれ、まもなく一周年を迎えます。 

山 
形県鶴岡市・西川町は地元企業
によるODAを通じた支援がきっ
かけとなりモルドバのホストタウン
に登録されています。新型コロナ

ウイルス感染拡大防止対策により様々な制限
がある中で、鶴岡市による「リモートアーチェ
リー」親善大会や西川町による「モルドバカッ
プカヌー大会」の開催など個性的な取組を積
極的に進めています。  日 

本にやって来る多くの外国人は東京や大阪など大都市で
働くことを夢見ていますが、オーストラリアメルボルン出身
で北海道浦臼町在住の教師ジョナサン・ジェンキンスさん
は北海道の地方都市で暮らした経験から異なる意見を伝

えてくれます。ジェンキンスさんは、それぞれの地域の誇り、共同体意識、
人々の温かさ、そして田舎生活の利便性という4つの点で、日本の地方
に惹かれていったそうです。 

琵琶湖一周サイクリング「ビワイチ」 「ナショナルサイクルルート」指定記念セレモニー 

リモートアーチェリー親善大会（鶴岡市） 

西川町で開催した「2020モルドバカップカヌー大会」 

日本各地で暮らした自身の経験を語る筆者 
地元のお祭りでのボランティア 
（筆者：写真中央） 

詳細 

https://www.contact.mofa.go.jp/mailmagazine/glocal/create.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003200.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001180.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003198.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003199.html


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

詳細 

詳細 

詳細 

★地方連携推進室ツイート・ザ・ベスト★ 
（期間：９/16～１０/15) 

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

【Local Cuisine】In #Sado Island in 
@Niigata_Press, autumn is the best 
season to enjoy the local specialty fruits 
such as sweet figs and #Okesa-gaki, 
seedless persimmons. @sadokankou 
#新潟県 #佐渡 では、甘いイチジクや種なしの 
#おけさ柿 など地元の秋の味覚を楽しめます 

食 
欲の秋も真っ盛り。今回は佐渡の果

物を紹介するツイートに最も注目

が集まりました。 

 佐渡は新潟県内有数の果物王

国。特産の果物が様々収穫され、中でも特産の

イチジクは「幻の黒いダイヤ」とも呼ばれ、糖

度の高い様子が写真からジューシーに伝わって

きます。特産の果物も地方の魅力向上に大いに

貢献していますね！ 詳細 

２ 
０１９年１月地方視察ツ
アーでJヴィレッジを訪問
した外交団は、前年９月
にオープンした全天候型

練習場を視察。屋内練習場としては
国内最大の大きさで、広々とした
フィールドには人工芝が青々としてい
ました。 

東京２０２０大会の聖火リレーの
スタート地点となっているJヴィレッ
ジ。来年の春、ここから「復興五輪」
をアピールします！ 

地方視察ツアーミニコラム -キラリと光る地域の魅力- 
    Jヴィレッジから世界に向けて復興五輪をアピール 

                     in 福島県 

     全天候型練習場を視察する外交団 

          新たな交流の形 －オンラインの扉－ 
       スカイプを利用した国際交流（静岡県藤枝市） 

オ 
ーストラリア・ペンリス市、韓国・揚州市と姉妹都市提携
を結んでいる藤枝市では、早くも2014年からスカイプを
利用した国際交流が小学校間や中学校間で盛んに重
ねられてきています。 

 絵や写真を用いたり、実演を交えたりとバリエーション豊かな交流が
繰り広げられ、生徒からは「顔を見て話す有意義さ」が実感されている
ようです。 

いざ教室へ、オンライン交流の様子をのぞいてみましょう。 

ペンリス市ランダイロ小学校との交流 揚州市チョヤン中学校との交流 

さぁ、その答えを見つけるととともに人気の秘訣も紐解きに参りましょう！ 

 

 

 

 

新
潟 

   「表参道・新潟館ネスパス 」 
                （新潟県） 

   アンテナショップ紹介 
             Vol.13 表 

 
 

参道に1997年にオープンし、トレンド最先端の一翼を担う 

「表参道・新潟館ネスパス」。入館者数が９年連続で100万人を超え、 

人気を博し続けています。 

さて、皆さんは「ネスパス」とはどういう意味かご存じでしょうか。 

表参道・新潟館ネスパス 1F 物産販売 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003203.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page23_003123.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003202.html
https://twitter.com/LocalMofa/status/1315561797315825665%E3%80%80

